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＜連絡事項＞

· デイナイトケア見学予定者

シマモリキイチ様（日赤の外来通院中の方）十和田アセンドハウスショートステイ、コスモス苑作業所利用中。見学日時は未定。

· デイナイトケア給水器の夕方の給水は、残量と利用時間を確認してから給水をすすめていきましょう。ミーティングで伝えながら、スタッフも介入していきましょう。

· デイケア見学予定者

北村　奈美様、PSW同伴で本日見学予定。

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～発熱ないが、鼻汁と倦怠訴えPL5日分処方となる。食事はとれている。

・　関　秀治様様～昨日の青明舎作業内容見学の報告をしている。疲れがたまる前にスタッフに話すようアドバイスうけている。

＜利用者様情報・検討＞

· 柳町　信之様～担当スタッフ面談実施。来週から月・水・木の週3回の通所利用を目指す。（現在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　は週２回の利用）

　　　　　　　　　9月初めに肛門の痛み訴えることはあるが、現在は気にならないと話す。肛門の痛みには入浴は効果的であることも伝えましょう。

　　　　　　　　　来所時間は16時45分までの来所を（食事の手配が必要と説明し）目標にしている。

· 大久保　律子様～手にささくれを作り、消毒処置している。

　　　　　　　　　　本日は機嫌よく来所するが「コーヒーを飲んだら吐いた」と、胃のあたりの不快を訴え、外来診察する。外来で内科診察をすすめられ、鹿内内科診察し、胃薬処方あり。気分も落ち着き来所する。

· 村井　節子様～今週に入りデイケアは昨日のみ通所。具合が悪いと話し欠席時の連絡は出来る。

　　　　　　　　　来週、定期面談予定。

· 鈴木　茂子様～肛門の痔が痛いと赤田外科を受診中。今週に入り欠席しており姉へは情報提供して　　　

いる。次回通所時にスタッフ状況確認する。

· 稲垣　ふき様～頭部の傷が気になっていたり、ややイライラの様子（他メンバーとの口論など）が　　

見られる。スタッフが、最近はぼんやりしてるね、休めてますか？と尋ねると、「何も変わりはないわよ」とあっけらかんと返すこともある。

　気分の揺れが目立つ為、スタッフは本人に密に介入し、詳細に個人記録しましょう。

　状態の経過を見て、振り返りを実施していく。

＜デイナイトケア事例検討＞

小野寺　のり様　70歳（統合失調症・高脂血症・脳梗塞後遺症）　　　担当・上平

　　　情報・・・・・デイナイトケア利用開始は平成15年6月2日

　　　　　　　　　　本人が小学校の時に両親他界、6人兄弟で、次男が親代わりとなった

　　　　　　　　　　29歳にふさぎこむようになり32歳に初回入院。

　　　　　　　　　　退院後、せるりあん・青山荘入居。退所後は青風荘に入居しデイナイトケア利用となる。

　　利用中の状態・・デイナイト利用中は、ゆっくりと過ごし、メンバートラブルはない

　　　　　　　　　　身長に対して体重が多い。体重65､0kg

　　　　　　　　　　プログラムのかけ算やわり算はできる

　　　　　　　　　　忘れっぽい

　　　問題（第1）・・加齢や体力低下により、怪我のリスク拡大が考えられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忘れっぽくなり、事故の可能性がある

　　　ケアの方向性・・①所在確認と本人への声掛け

　　　　　　　　　　　　「これからどこに行きますか？」「食事時間は何時ですか？」

　　　　　　　　　　　→現在の状況は、あいまいな返事が多い

　　　　　　　　　　　②体重管理

　　　　　　　　　　　　65kgから増えないように

　　　　　　　　　　　　食べる量を調整するのか？歩行運動を考えるのか？「膝が痛い」と話す時あり本人の状態をみながら声かけしていく。

　

五日市　公様　62歳（てんかん精神病）　　　　　　　　　　　　　　担当・池田

　　　情報・・・・・・デイナイト開始し3ヶ月が経過する。

自分の気持ちは職員に話すことできている

　　　　　　　　　　　メンバーを呼び捨てする事が目立ってきている

　　　　　　　　　　　→吉田様、下町様への命令口調目立つ

SSTで「お前は黙ってろ」と言う事もあった

　　　　　　　　　　　出来ない事もできると言ってしまう

　　　　　　　　　　　一度決めると、中々訂正できない（計算プリントはやっても、国語プリントはやらない）

現在は通所の環境にも慣れてきている。通所の過ごし方・流れも理解できている。

メンバーと話はできている

　　　問題・・・・・・きつい口調により、メンバーとのトラブルの可能性

　　　ケアの方向性・・①日常生活場面のメンバー交流の様子を詳細に記録

　　　　　　　　　　　　うまくつきあえている場面も記録、できないときは何が原因に為っているかスタッフが分析

　　　　　　　　　　　②『もう少し、やさしく話してみては』と直接場面に介入　　　










